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岡
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華
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和
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和
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文
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習
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概
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史
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史
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（
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）

中
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説
史
の
研
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清
朝
文
学
史
講
義

昭
和
三
十
年
度
第
一
学
期
一
紅
楼
夢
（
演
習
）

楚
辞
（
演
習
）

中
国
小
説
史
研
究

楽
府
研
究

第
二
学
期
一
詩
経
研
究
（
演
習
）

紅
楼
夢
（
演
習
）
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三紅詩説楽
楼経文府
夢へ解研
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演習注
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第
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三毛紅説唐
詩楼文代
鄭夢解文

箋＾字学
＾演注
演習＾
習ッ演
ッ巴

（
詩
品
の
研
究

第
二
学
期
文
心
離
龍
（
演
習
）

一
楚
辞
（
演
習
）

文
心
離
龍
（
演
習
）

昭
和
三
十
四
年
度
第
一
学
期
｛
楚
辞
（
演
習
）

唐
代
文
学
史

説
文
解
字
注
（
演
習
）

昭
和
三
十
二
年
度
第
一
学
期
一
毛
詩
鄭
箋
（
演
習
）

紅
楼
夢
（
演
習
）

唐
代
文
学
史

楽
府
研
究

第
二
学
期
一
毛
詩
鄭
箋
（
演
習
）

説
文
解
字
注
（
演
習
）

唐
代
文
学
史

昭
和
三
十
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年
度
第
一
学
期
｛
楚
辞
（
演
習
）

唐
代
文
学
史

第
二
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期
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楚
辞
（
演
習
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昭
和
三
十
五
年
度
第
一
学
期
一
〗
[
〗
[
い

文
心
離
龍
（
演
習
）

六
朝
文
芸
論
研
究

第
二
学
期
一

□

ロ`
中
国
文
芸
思
想

昭
和
三
十
六
年
度
第
一
学
期
六
朝
文
学
評
論
（
演
習
）

一
春
秋
左
氏
伝
（
演
習
）

中
国
文
学
概
論

第
二
学
期
毛
詩
国
風
（
演
習
）

一
六
朝
文
芸
論
（
特
殊
講
義
）

唐
詩
（
杜
甫
）
講
義

昭
和
三
十
七
年
度
第
一
学
期
一
[
[
[
〗

唐
詩
（
杜
甫
）
講
義

第

二

学

期

叫

罰

｀

毛
詩
鄭
箋
（
演
習
）

昭
和
三
十
八
年
度
第
一
学
期
一
漠
魏
六
朝
一
百
三
家
集
題
辞

唐
詩
選
講
義

一
毛
詩
鄭
箋
（
演
習
）

漠
魏
六
朝
一
百
―
―
一
家
集
題
辞

第
二
学
期

特
研

五
代
宋
文
学
講
義

楚
辞
集
注
（
講
読
）

昭
和
三
十
九
年
度
第
一
学
期
一
文
論
要
詮
（
演
習
）

説
文
解
字
注
（
演
習
）

（
宋
代
文
学
講
義
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楚
辞
集
注
（
講
読
）

第
二
学
期
一
文
論
要
詮
（
演
習
）

説
文
解
字
注
（
演
習
）

中
国
文
学
概
説

昭
和
四
十
年
度
第
一
学
期
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[
[
[
[
□

[

[
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第
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工文世中
心説国
離新文
龍語学
r--- r--- 概
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＼ヽ
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第
畠
第

． 
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． 

贔 言
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文世詩文世詩
心説経心説経
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特演 特演
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填

詞

選

釈

痙
正
帝
の
思
想
対
策
に
つ
い
て

〔
主
要
論
文
〕

漠
学
会
雑
誌
第
一
巻
第
一
号

文

学

研

究

十

三

輯

（
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
）

昭

和

十

年

十

月

昭

和

八

年

六
月

屈

原

岩

波

書

店

十
二
月

洛

神

の

賦

武

蔵

野

書

院

十
一
月

杜

甫

集

英

社

唐詩

詩

選

明

治

書

院

三
月

六
月

詩

経
・
楚

辞

平

凡

社

一
月

新

訳

経

岩

波

書

店

一
月

詩
経
訳
註
篇
（
国
風
）

丁

字

屋

書

店

十
一
月

風

雅

集

淳

信

堂

七
月

詩

経

日

本

評

論

社

中

国

現

代

文

芸

目

加

田

〔
単
行
本
〕

誠

教

授

研

究

著

作

目

録

共
立
社
（
漠
文
学
講
座
）

昭

和

十

八

年

昭
和
二
十
二
年

昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
九
年

昭
和
三
十
五
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

月

昭

和

八

年

十

一

月

昭
和
四
十
一

1

一年一
1

一
月
現
在

・1・1
•1 

x
 



文

心

離

龍

曰

洛六
朝
文
芸
論
に
於
け
る
「
神
」
と
「
気
」
の
問
題

詩
格
及
び
詩
境
に
就
い
て

李

笠

翁

の

戯

曲

文

学

研

究

三

十

八

輯

文

学

研

究

三

十

九

輯

文

学

研

究

四

十

輯

十
一
月 月

十
二
月

十
二
月

神

賦

二
月

文

心心

離離

龍

（二）

文

学

研

究

三

十

五

輯

文

学

研

究

三

十

六

輯

昭
和
二
十
一
年

昭
和
二
十
三
年

月

文

龍

（一）

民
国
以
来
中
国
新
文
学

清

代

文

学

史

雅

に

つ

し、

て

白

楽

天

の

諷

諭

詩

瘤

詩

考

附

束

新

考

詩
経
に
詠
は
れ
た
自
然
界

陳

碩

甫

文

学

研

究

十

四

輯

服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集

世

界

文

芸

大

辞

典

第
七
巻
「
支
那
文
学
史
」
（
中
央
公
論
社
刊
）

文

学

研

究

二

十

輯

文

学

研

究

二

十

三

輯

文

学

研

究

二

十

五

輯

文

学

研

究

二

十

八

輯

文

学

研

究

三

十

三

輯

文

学

研

究

三

十

四

輯

文

学

研

究

三

十

七

輯

月

春
秋
の
断
章
賦
詩
に
就
い
て

詩

教

十
二
月

伝

文

学

研

究

二

十

九

輯

文

学

研

究

三

十

一

輯

六
月

昭

和

十

四

年

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

八
月 月

六
月

十
月

十
月

昭
和
十
一

昭
和
十
一

年年

昭

和

十

二

年

昭

和

十

三

年

昭

和

十

七

年

昭

和

十

八

年

昭

和

二

十

年

昭
和
二
十
三
年

昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
五
年

昭
和
二
十
五
年

五
月

詞

源

流

考

四
月

昭

和

十

年

十

二

月
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文

心

離

龍

因

文

学

研

究

六

十

輯

昭
和
三
十
六
年

二
月

九

歌

試

訳

七
月

人

の

宝

玉

月

礼

教

喫

人

七
月

詩

経

六
月

華

海

花

月

聞

多

評

伝

六
月

心

水
滸
伝
解
釈
の
問
題

十
二
月

滝
沢
馬
琴
と
水
滸
伝

文

離

龍

缶

王
維
ー
安
史
の
乱
と
詩
人
た
ち
ー

楽
府
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
民
歌
と
文
人
の
詩
の
問
題
ー

文

学

研

究

四

十

一

輯

日
本
中
国
学
会
報
二
集

文

学

研

究

四

十

二

輯

文

学

研

究

四

十

三

輯

文

学

研

究

四

十

五

輯

文

学

研

究

四

十

七

輯

文

学

研

究

五

十

輯

文

学

研

究

五

十

二

輯

文

学

研

究

五

十

四

輯

「
中
国
文
学
史
の
問
題
点
」

（
中
央
公
論
社
刊
）

文

学

研

究

五

十

六

輯

文

学

研

究

五

十

七

輯

文

学

研

究

五

十

八

輯

十
二
月

文

学

巻

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
七
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
九
年

昭

和

三

十

年

昭
和
三
十
一
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
三
十
四
年

九
月 月 月

心

初
唐
宮
廷
詩
人
の
群

唐
代
小
説
に
つ
い
て

曹

馬

戯

の

文

離

龍

曲

十
一
月

東

方

学

輯

八
月

四

月 月

XV 



祝
福
の
書
か
れ
た
頃

東
京
支
那
学
報
十
三
号

昭
和
四
十
二
年

六
月

中
国
文
芸
思
想
に
お
け
る
自
然
と
い
う
こ
と

日
本
中
国
学
会
報
十
八
集

十
月

風
格
と
い
う
こ
と

教

育

と

医

学

紫

陽

花

文

学

研

究

六

十

三

輯

文

心ヽ

離

龍

（七）

杜

甫

詩
経
（
廊
風
十
月
「
殆
及
公
子
同
儒
」
）
に
つ
い
て

文

学

と

道

徳

ー
中
国
近
代
文
学
に
於
け
る
儒
教
道
徳

排
撃
の
思
想
に
つ
い
て
1

倉
石
博
士
還
暦
記
念
論
集

「
中
国
の
名
著
」

宇
野
博
士
米
寿
記
念
論
集

「
中
国
の
思
想
家
」
上
巻

文

学

研

究

六

十

二

輯

九
州
大
学
比
較
教
育
文
化

研
究
紀
要
八
号

昭
和
三
十
八
年

昭
和
一
―
―
十
八
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
六
年

四
月 月

九
月

五
月

七
月

五
月

． 
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「

文

学

研

究

」

の

思

い

出

(

目

加

田

誠

-
．
当
時
の
第
三
高
等
学
校
か
ら
九
大
に
転
任
し
て
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
中
国
に
留
学
し
、
昭
和
十
年
帰
朝

し
て
、
中
国
文
学
講
座
を
う
け
も
っ
た
が
、
そ
の
と
き
文
学
部
の
文
学
科
で
は
、
以
前
か
ら
教
官
に
よ
る
文
学
研
究
会
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
雑
誌
「
文
学
研
究
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
新
任
の
私
は
早
速
こ
れ
に
執
筆
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
当
時
こ
の
会
の
推
進
力
は
独
乙
文
学
の
佐
藤
通
次
さ
ん
だ
っ
た
よ
う
だ
。

佐
藤
さ
ん
の
説
得
力
は
お
そ
る
べ
き
も
の
で
、
何
び
と
と
雖
も
叶
わ
な
い
。
な
に
し
ろ
企
画
性
と
実
行
力
を
強
く
兼
ね

て
い
る
の
だ
か
ら
。
私
な
ど
は
全
く
命
の
ま
ま
だ
。
た
だ
私
が
一
っ
だ
け
佐
藤
さ
ん
の
す
す
め
に
頑
と
し
て
従
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
頃
、
文
学
部
の
若
い
先
生
方
|
|-
.
.
¥
)
い
っ
て
も
皆
私
の
先
輩
だ
が
ー
ー
｛
の
間
に
謡
曲
が
は
や
っ
て

い
た
よ
う
で
、
佐
藤
さ
ん
も
そ
の
熱
心
な
一
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
私
に
向
っ
て
謡
曲
の
稽
古
を
す
す
め
ら
れ
る
。
私
は
元

｛
来
音
痴
も
い
い
と
こ
ろ
だ
し
、
第
一
あ
ん
な
大
き
な
声
を
出
す
の
は
き
ま
り
が
悪
く
て
し
よ
う
が
な
い
か
ら
極
力
辞
退
し

～
た
。
し
か
し
何
分
強
い
説
得
力
だ
か
ら
困
っ
て
し
ま
い
、
最
後
に
一
策
と
し
て
、
小
牧
先
生
が
も
し
お
始
め
に
な
る
な
ら

｛
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私
も
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
。
小
牧
先
生
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
「
私
は
も
う
け
い
こ
し
ま
し
た
」

な
顔
で
言
わ
れ
た
の
に
は
思
わ
ず
吹
き
出
し
、

そ
れ
っ
き
り
私
は
謡
曲
に
縁
が
な
い
の
で
あ
る
。

小
牧
先
生
は
私
の
水
戸
高
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
。
だ
か
ら
九
大
の
廊
下
で
出
あ
っ
て
、
う
や
う
や
し
く
敬
礼
を
す
る

と
、
先
生
は
ち
ょ
っ
と
あ
の
特
色
あ
る
あ
ご
を
し
ゃ
く
っ
て
会
釈
さ
れ
る
。
私
は
ど
う
し
て
も
頭
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

あ
る
時
先
生
の
茶
園
谷
の
お
宅
で
御
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
佐
藤
さ
ん
も
一
緒
だ
っ
た
。
そ
の
時
何
か
の
話
か
ら

た
。
こ
こ
は
お
前
た
ち
の
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
。
す
る
と
そ
の
翌
夜
、
女
中
が
け
た
た
ま
し
い
声
で
騒
ぐ
の
で
な
に

は
あ
ま
り
お
か
し
い
か
ら
、

澄
ん
だ
目
を
じ
っ
と
動
か
さ
ず
、
「
ま
ご
こ
ろ
か
ら
話
し
か
け
れ
ば
、
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
え
ら
れ
た
。
独
乙
文

学
の
神
秘
性
と
い
う
の
か
な
、
と
、
私
は
つ
く
づ
く
感
じ
入
っ
た
。
「
文
学
研
究
」

く
書
か
れ
た
。
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の
「
青
い
花
」
が
流
行
る
こ
ろ
で
、
私
に
は
さ
っ
ば
り
解
ら
な
い
か
ら
、

本
を
出
さ
れ
た
先
生
は
、

そ
れ
で
は
先
生
、

そ
れ
き
り
鼠
は
出
な
く
な
り
ま
し
た
C

」

私

の
み
や
蠅
に
も
通
じ
る
筈
で
す
ね
、

ニ
ャ
ッ
と
笑
っ
て
、
あ
れ
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
す
、

し
い
方
だ
っ
た
し
、
豊
田
先
生
は
、

と
い
っ
た
ら
、
先
生
は
あ
の
灰
色
の

そ
う
い
う
と
、
訳

と

あ

っ

さ

り

言

わ

れ

た

も

の

だ

。

｛

当
時
の
文
学
科
の
長
老
に
は
そ
の
ほ
か
春
日
先
生
、
豊
田
先
生
が
お
い
で
だ
っ
た
。
春
日
先
生
は
学
問
に
、
実
に
き
び
-

よ
く
「
文
学
研
究
」
に
書
い
た
も
の
を
批
評
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
当
時
大
長
老
と
思
｛

i
！
ー
ー
し

ご
と
か
と
思
っ
た
ら
、
蒲
団
の
中
か
ら
鼠
が
跳
び
出
た
、

と
い
う
の
で
す
。

に
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
の
こ
と
を
よ

先
生
は
、

「
近
頃
宅
に
鼠
が
出
て
こ
ま
る
の
で
、

あ
る
夜
半
、
私
は
蒲
団
の
上
に
端
座
し
て
、
鼠
に
話
し
て
き
か
せ
ま
し

「

l

(

I

i

(（
（
（
（
（
；

i

!

I

〈

とヽ
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じ
め
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っ
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、

た
だ
い
ま
の
私
よ
り
十
年
も
お
若
か
っ
た
の
で
あ
る
。

春
日
先
生
の
あ
と
、
高
木
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
例
の
「
吉
野
の
鮎
」
な
ど
を
掲
載
さ
れ
た
の
も
こ
の
「
文
学
研
究
」
だ

小
野
島
さ
ん
は
梵
文
学
の
専
攻
で
、
高
木
さ
ん
が
酒
仙
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
か
た
は
か
ね
て
好
ん
で

い
ら
れ
た
油
山
に
家
を
建
て
ら
れ
、
一
度
そ
こ
を
訪
問
し
た
が
、
山
小
屋
風
な
造
り
で
、
庭
先
き
に
こ
ろ
が
っ
て
来
て
い

る
巨
岩
が
あ
り
、
こ
れ
が
た
い
そ
う
に
自
慢
で
、
こ
れ
は
町
に
も
っ
て
行
っ
た
ら
、
ど
え
ら
い
値
打
ち
で
す
ぞ
、
と
い
い

コ
ッ
プ
酒
を
あ
ふ
ら
れ
た
。
小
牧
先
生
の
定
年
退
戦
送
別
会
を
大
善
寺
で
催
し
た
際
、
珍
ら
し
く
ほ
ろ
酔
い
に

な
っ
た
小
牧
先
生
が
、
帰
り
に
肩
を
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
童
謡
を
唱
わ
れ
た
の
も
印
象
が
深
か
っ
た
が
、

島
さ
ん
は
も
う
大
虎
で
、
両
手
両
足
を
か
か
え
ら
れ
な
が
ら
、

は
、
と
わ
め
き
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
純
粋
な
人
が
又
と
あ
ろ
う
か
、

後
に
医
師
か
ら
禁
酒
を
申
し
渡
さ
れ
た
、

謹
厳
で
、

そ
れ
で
も
ま
だ
、

カ
ー
リ
ダ
ー
サ
は
、

と
私
は
思
っ
た
。
こ
の
か
た
の
リ
ッ
サ
ン
ハ
ー

ラ
な
ど
の
訳
は
ぼ
つ
ぼ
つ
「
文
学
研
究
」
に
載
っ
た
が
、
遂
に
完
成
を
見
ず
に
亡
く
な
っ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
き
い
た
両
三
日
後
、
中
洲
河
畔
の
ビ
ー
ル
園
で
出
会
っ
た
か
ら
、
お
や
、
禁

究
」
の
会
合
に
、
可
愛
い
い
小
さ
な
お
嬢
ち
ゃ
ん
を
つ
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

よ
く
こ
の
会
の
世
話
を
さ
れ
た
笹
月
さ
ん
は
、
戦
時
中
他
の
大
学
に
移
ら
れ
、

酒
の
筈
だ
の
に
、

と
い
う
と
、
ビ
ー
ル
な
ど
酒
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
、

そ
の
折
も
小
野

シ
ャ
ク
ン
タ
ー
ラ

そ
の
後
、
福
岡
女
子
大
に
来

と
呵
々
大
笑
さ
れ
た
姿
が
目
に
残
る
。

「
文
学
研

な
が
ら
、

つ
た

゜
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任
さ
れ
た
が
、
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
亡
く
な
る
三
日
前
、
私
が
見
舞
い
に
ゆ
く
と
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
キ
チ
ン
と
坐

っ
て
挨
拶
さ
れ
た
が
、

そ
の
直
後
、
手
術
の
結
果
が
意
外
に
思
わ
し
く
な
く
、
私
の
上
京
中
に
急
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

川
さ
ん
、
独
文
の
末
松
さ
ん
の
あ
と
を
高
橋
さ
ん
、

以
上
の
諸
先
生
が
去
ら
れ
た
あ
と
、
文
学
研
究
会
は
中
山
、
進
藤
、
小
島
諸
先
輩
の
時
代
と
な
る
。
そ
れ
に
英
文
の
前

西
田
さ
ん
、
国
語
の
福
田
さ
ん
、
仏
文
の
永
田
さ
ん
な
ど
、
だ
ん
だ

ん
賑
や
か
に
な
っ
た
。
毎
月
研
究
談
話
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
、
会
員
の
一
人
一
人
が
毎
月
代
る
代
る
自
分
の
専
門
の

分
野
に
関
す
る
話
を
す
る
。
こ
れ
は
後
に
は
次
第
に
間
遠
に
な
っ
た
が
、
戦
後
か
ら
か
な
り
長
く
つ
づ
い
た
。
昭
和
何
年

で
あ
っ
た
か
、
ま
だ
戦
後
の
寒
々
と
し
た
冬
で
あ
っ
た
が
、
文
学
部
の
旧
館
二
階
の
進
藤
さ
ん
の
部
屋
で
い
つ
も
の
会
を

開
き
、
大
き
な
二
つ
の
火
鉢
に
木
炭
を
カ
ッ
カ
と
お
こ
し
、
午
后
か
ら
日
の
暮
れ
る
ま
で
語
り
つ
く
し
、

は
て
は
緑
で
も

な
い
話
に
な
る
の
が
常
だ
が
、
最
後
に
ウ
イ
ス
キ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
茶
碗
に
一
ば
い
ず
つ
呑
ん
で
解
散
と
な
り
、
私
は
進
藤

さ
ん
と
二
人
で
玄
関
ま
で
出
た
が
、

ど
う
し
た
こ
と
か
進
藤
さ
ん
が
パ
ッ
タ
リ
銅
れ
た
。
驚
ろ
い
て
人
を
呼
び
、
助
け
起

そ
う
と
し
た
ま
で
は
覚
え
て
い
る
が
、
気
が
つ
く
と
二
人
と
も
ね
か
さ
れ
て
い
た
。
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
と
し
て
苦
し
く
、
木

炭
の
ガ
ス
に
中
毒
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
重
い
脚
を
曳
い
て
家
に
帰
っ
た
が
、
あ
と
で
聞
く
と
、
福
田
さ
ん
は
ま
っ

く
ら
な
自
分
の
部
屋
の
中
に
た
お
れ
、
末
松
さ
ん
は
、
廊
下
か
ら
部
屋
に
身
体
を
半
分
入
れ
て
た
お
れ
、
小
島
さ
ん
と
永

田
さ
ん
は
千
代
町
あ
た
り
の
電
車
の
中
で
や
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
皆
一
応
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
あ
の
ま

ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
文
学
研
究
会
は
総
つ
ぶ
れ
だ
っ
た
と
い
う
、
あ
と
で
は
笑
い
話
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
も
戦
後
の

xx 
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た
形
で
、

文
学
研
究
会
は
、

た
び
た
び
一
泊
旅
行
を
し
た
。
呼
子
に
行
っ
て
、
生
き
づ
く
り
の
鯛
の
目
玉
に
お
び
え
た
り
、
嬉
野

の
宿
の
女
主
人
の
美
し
さ
に
ま
い
っ
た
先
生
が
あ
っ
た
り
、
想
え
ば
楽
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
旅
行
が
復
活
し

一
昨
年
、
文
学
研
究
会
で
、
壱
岐
対
馬
旅
行
を
し
た
と
き
の
楽
し
か
っ
た
想
い
出
は
、
私
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま

国
文
の
杉
浦
さ
ん
の
逝
去
は
ま
こ
と
に
痛
ま
し
か
っ
た
。
芭
蕉
研
究
、

あ
る
い
は
九
州
蕉
門
の
研
究
な
ど

究
」
に
た
び
た
び
書
か
れ
た
が
、
癌
と
き
ま
っ
て
か
ら
、
見
舞
に
ゆ
く
の
は
実
に
こ
ち
ら
が
苦
し
か
っ
た
。
亡
く
な
る
一
週

間
前
、
自
分
も
す
で
に
覚
悟
し
て
、
私
に
向
っ
て
い
ろ
い
ろ
言
い
残
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
私
は
胸
も
さ
け
る
思
い
で

あ
っ
た
。
大
事
な
仕
事
の
―
つ
で
あ
っ
た
岩
波
文
庫
の
「
奥
の
細
道
」
の
刊
行
が
や
っ
と
亡
く
な
る
当
日
間
に
合
っ
て
、

そ
れ
を
い
と
し
む
よ
う
に
飽
か
ず
眺
め
て
、
ば
っ
た
り
手
を
放
す
と
と
も
に
息
を
引
き
と
ら
れ
た
。

言
語
の
吉
町
さ
ん
は
九
州
方
言
の
研
究
を
い
つ
も
発
表
さ
れ
た
。
あ
の
性
格
で
、
往
々
皆
を
こ
ま
ら
せ
た
が
、

「
文
学
研
究
」
の
校
正
で
、
私
が
あ
ま
り
ひ
ど
い
訂
正
を
し
た
と
こ
ろ
、
紙
片
に
書
い
て
、
「
貴
兄
に
あ
る
ま
じ
き
暴
挙
」

と
叱
ら
れ
て
恐
縮
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
以
て
私
は
自
分
の
い
ま
し
め
と
し
て
い
る
。

に
移
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
私
が
は
じ
め
九
大
に
来
た
こ
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
諸
先
生
諸
先
輩
は
、

物
資
乏
し
い
大
学
生
活
の
想
い
出
の
一
っ
だ
ろ
う
。

あ
る
時

こ
の
会
の
世
話
を
し
つ
づ
け
て
も
ら
っ
た
小
原
さ
ん
も
退
職
さ
れ
た
。
対
馬
を
一
緒
に
旅
し
た
松
浪
さ
ん
も
最
近
東
京

と
っ
く
に
退
職
さ
れ
て

「
文
学
研

. 
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が
、
い
よ
い
よ
発
展
さ
れ
ん
こ
と
を
い
の
る
。
（
四
二
、

サ
ー
の
研
究
、

め
、
そ
の
ほ
か
各
教
官
が
皆
こ
の
誌
上
に
特
色
を
発
揮
さ
れ
た
。
私
も
ず
い
ぶ
ん
皆
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
。
「
文
学
研
究
」

は
こ
の
機
能
を
充
分
発
揮
す
べ
き
だ
と
思
う
。

九
大
を
離
れ
て
、
も
と
の
古
巣
が
な
つ
か
し
い
ま
ま
に
、
思
い
出
話
を
く
り
の
べ
た
。
文
学
研
究
会
と
、

1
0、
二
五
）

前
川
さ
ん
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
研
究
、
永
田
さ
ん
の
ル
ソ
ー
の
研
究
、

今
年
定
年
退
職
し
た
。

今
や
英
文
の
前
川
さ
ん
、
元
田
さ
ん
、
独
文
の
高
橋
さ
ん
、
西
田
さ
ん
、
仏
文
の
永
田
さ
ん
、

田
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
春
日
さ
ん
、
今
井
さ
ん
、
言
語
の
松
田
さ
ん
、

多
士
済
々
の
時
代
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
九
大
の
文
学
科
は
新
ら
し
い
気
分
で
、

の
人
か
ら
、

田
中
さ
ん
、
国
文
の
福

そ
し
て
私
の
あ
と
に
中
文
の
岡
村
さ
ん
、

い
つ
も
羨
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
こ
う
し
て
各
国
文
学
の
教
官
が
集
ま
っ
て
、

換
し
あ
う
機
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

を
は
じ

と
実
に

め
ざ
ま
し
く
盛
り
上
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ

う
。
た
だ
願
う
こ
と
は
、
従
来
の
こ
の
会
の
、
あ
の
仲
の
よ
さ
は
い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
か
ね
て
他
学
科

た
が
い
に
知
識
を
交

そ
う
ど
こ
の
大
学
に
も
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
私
は
い
つ
も
思
う
こ
と
だ

が
、
会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
分
野
の
論
文
は
、

ま
ず
第
一
に
こ
の
「
文
学
研
究
」
に
掲
載
す
る
こ
と
が
、
九
大
に
職
を

奉
ず
る
も
の
の
義
務
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
か
つ
て
進
藤
さ
ん
の
仏
蘭
西
喜
劇
に
関
す
る
論
文
、
中
山
さ
ん
の
チ
ョ
ウ

く
。
古
い
も
の
は
次
ぎ
つ
ぎ
に
消
え
去
る
の
が
順
序
で
あ
る
。

し
ま
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
学
部
で
最
年
少
で
あ
っ
た
私
さ
え
、

高
橋
さ
ん
の
文
芸
論
、そ

の
紀
要
と

時
代
は
ど
ん
ど
ん
移
っ
て
ゆ

.. 
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は
、
誰
し
も
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
、
候
補
者

業

績

内

容

九
州
大
学
名
誉
教
授

一
、
業
績
の
首
題

『
中
国
文
学
研
究
の
功
績
』

、、

わ
が
国
に
お
け
る
中
国
文
学
の
研
究
が
、
い
わ
ゆ
る
漠
学
の
古
い
殻
か
ら
脱
却
し
て
、
西
欧
諸
文
学
の
そ
れ
に
比
肩
す

る
近
代
的
な
研
究
に
入
っ
た
の
は
、
本
国
の
中
国
よ
り
も
や
や
先
ん
じ
た
と
は
い
え
、
よ
う
や
く
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
目
加
田
誠
博
士
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
そ
う
し
た
斯
学
の
黎
明
期
か
ら
今
日
の
隆
昌
期
に
か
け
て
、

実
に
一
千
一
十
数
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
、
終
始
そ
の
第
一
線
に
立
ち
、
意
欲
的
な
開
拓
者
と
し
て
、
ま
た
卓
越
し
た
指
導
者

と
し
て
、
内
外
の
学
界
に
重
き
を
な
し
て
き
た
。
現
在
、
わ
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
第
一
人
者
と
し
て
博
士
を
推
す
こ
と

文

学

博

士

目

加

田

誠

「西

H
本
文
化
賞
」
へ

の
推
薦
文

九
州
大
学
文
学
部

... 
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を
研
究
し
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、

と
そ
の
精
細
流
麗
な
注
釈
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ

こ
の
中
国
最
古
の
二
大
詩
集
は
、
以
後
三
千
年
に
わ
た
っ
て
展

「
楚
辞
」

に
つ
い
て
の
画
期
的
な
研
究

つ
ね
に
権
威
あ
る
清
新
な
学
説

博
士
の
学
風
は
、

ま
こ
と
に
該
博
芳
潤
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
天
賦
の
質
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
稀
に
見
る

豊
か
な
文
学
的
感
受
性
と
、

そ
れ
に
加
う
る
に
弛
む
こ
と
な
き
真
勢
な
学
問
的
研
鑽
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
博
士
の
こ
う
し
た
学
風
は
、
古
く
は
「
詩
経
」
・
「
楚
辞
」
か
ら
近
く
は
現
代
の
人
民
文
学
に
及
ぶ
、

広
い
研
究
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
著
書
・
論
文
は
、

と
し
て
、
学
界
を
強
く
啓
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
、

博
士
の
数
多
い
業
績
の
中
で
、

結
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
博
士
は
、

っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、

き
わ
め
て
幅

そ
の
業
績
内
容
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ

る
。
（
末
尾
に
附
し
た
業
績
目
録
お
よ
び
参
考
資
料
と
し
て
提
出
し
た
著
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
詩
経
」
と

開
す
る
中
国
古
典
文
学
の
源
泉
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
清
朝
ま
で
の
中
国
の
文
学
は
、
こ
の
二
大
詩
集
を

理
想
と
し
、
そ
の
精
神
を
祖
述
す
る
こ
と
に
最
大
の
努
力
が
傾
け
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

の
二
大
詩
集
の
研
究
こ
そ
は
、
中
国
古
典
文
学
の
研
究
に
と
っ
て
、
最
も
根
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
最
も
本
質
に
直

ま
ず
「
詩
経
」
の
研
究
か
ら
着
手
し
た
。
だ
が
、
博
士
が
こ
れ

こ
の
詩
集
が
も
と
も
と
民
間
歌
謡
や
祭
祀
髭
宴
の
楽
歌
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
は
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
に
お
い
て
さ
え
も
、

い
ま
だ
儒
教
の
封
建
的
道
徳
に
基
づ
く
詩
経
観
か
ら
脱
し
き
っ
て
お
ら
な
か

む
し
ろ
そ
う
し
た
陳
腐
な
伝
統
的
解
釈
を
正
統
と
す
る
考
え
方
が
、
か
た
く
な
に
学
界
の
お
お

. 
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む
ね
を
支
配
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
博
士
は
、

と
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
古
代
中
国
人
の
真
実
の
心
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
か
く
し
て
長
年
に
わ
た
る
精

魂
こ
め
た
研
究
の
成
果
が
、
『
詩
経
』
（
日
本
評
論
社
刊
）
・
『
詩
経
訳
注
篇
（
国
風
）
』
（
丁
字
屋
書
店
刊
）
．
『
新
訳
詩
経
』

（
岩
波
書
店
刊
）

の
諸
著
書
、

こ
う
し
た
偉
大
な
論
著
に
よ
っ
て
、

お

本
格
的
な
文
芸
学
的
研
究
に
高
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
屈

こ
の
研
究
は
、
博
士
に
よ

こ
の
方
面
の
研
究
に
確
実
な
拠
り
所
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
博

い
ち
早
く
こ
の
不
合
理
さ
を
徹
底
的
に
打
破
し
、
純
粋
に
文
学
作
品

お
よ
び
「
簡
詩
考
附
束
新
考
」
・
「
詩
経
に
詠
わ
れ
た
自
然
界
」
・
「
春
秋
の
断
章
賦
詩
に
就

い
て
」
・
「
詩
教
」
・
「
詩
経
」
・
「
詩
経
（
廊
風
十
月
「
殆
及
公
子
同
儒
」
）
に
つ
い
て
」

一
連
の
諸
業
績
は
、
博
士
の
内
外
に
お
け
る
名
声
を
確
定
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

な
ど
の
諸
論
文
で
あ
る
。

「
詩
経
」
内
の

各
詩
相
互
の
比
較
検
討
・
先
秦
諸
文
献
と
の
関
連
追
求
な
ど
、
現
在
試
み
う
る
可
能
な
限
り
の
科
学
的
な
方
法
が
す
べ
て

駆
使
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
注
釈
に
は
、
汗
牛
充
棟
も
た
だ
な
ら
ぬ
漠
代
以
来
の
諸
注
釈
が
く
ま
な
く
参
照
せ
ら
れ
、
さ
ら

に
新
し
い
観
点
か
ら
改
め
て
そ
れ
ら
に
精
密
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
適
確
な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
学
界
は
、
博
士
の

は
じ
め
て
「
詩
経
」
に
対
す
る
全
く
新
し
い
視
点
を
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

博
士
の
本
邦
最
初
の
信
頼
す
べ
き
邦
訳
を
得
て
、

ま
た
「
楚
辞
」
の
研
究
に
お
い
て
も
、

士
は
、

っ
て
、
従
来
の
文
献
学
的
・
民
俗
学
的
研
究
の
域
か
ら
、

不
減
の
業
績
を
挙
げ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

原
』
（
岩
波
書
店
刊
）
は
、
そ
の
野
心
的
な
論
考
で
あ
り
、
「
詩
経
」
と
併
載
さ
れ
た
『
詩
経
・
楚
辞
』

よ
び
「
九
歌
試
訳
」
は
、
現
在
に
お
け
る
最
高
の
権
威
あ
る
名
訳
で
あ
る
。

ま
た

（
平
凡
社
刊
）

そ
の
論
証
に
は
、

こ
れ
ら
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卓
絶
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。

本
）
．
『
杜
甫
』
（
集
英
社
刊
）
・
「
杜
甫
」
（
「
中
国
の
思
想
家
」
所
収
）

あ
る
。
ま
た
唐
詩
全
般
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
『
唐
詩
選
』
（
明
治
書
院
刊
）
は
、

書
に
対
す
る
空
前
の
詳
細
雅
潤
な
注
釈
で
あ
り
、
「
初
唐
の
宮
廷
詩
人
の
群
」
・
「
王
維
ー
安
史
の
乱
と
詩
人
た
ち
ー
」
．

「
白
楽
天
の
諷
諭
詩
」
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
学
界
懸
案
の
問
題
を
鮮
か
に
解
明
し
た
、

述
『
唐
詩
選
』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
一
五

0
頁
に
及
ぶ
「
唐
詩
概
説
」
は
、
優
に
一
冊
の
書
物
に
値
し
、
博
士
の
多
年

詩
の
真
髄
を
的
確
に
指
摘
し
た
論
文
は
、

博
士
の
研
究
範
囲
は
、

わ
が
国
で
親
ま
れ
て
き
た
こ
の

か
つ
て
内
外
の
学
界
に
出
現
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
将
来
に
わ

さ
ら
に
驚
く
べ
き
広
さ
に
拡
大
し
て
い
る
。
六
朝
・
唐
代
文
学
に
お
い
て
は
、
中
国
の
み
な
ら

ず
世
界
で
も
最
初
の
文
学
評
論
書
で
あ
る
「
文
心
離
竜
」
十
巻
に
対
す
る
本
邦
最
初
の
全
訳
が
博
士
の
手
に
よ
っ
て
完
成

し
（
「
文
学
研
究
」
三
四
・
三
五
•
四

0
•
四
一
•
四
七
・
六
O
·
六
二
輯
）
、
論
文
と
し
て
「
洛
神
の
賦
」
・
「
六
朝
文
芸

に
お
け
る
神
と
気
の
問
題
」
・
「
劉
饂
の
風
骨
論
」
．
「
中
国
文
芸
思
想
に
お
け
る
自
然
と
い
う
こ
と
」
・
「
詩
格
及
び
詩
境
に

た
っ
て
不
減
の
光
芭
を
放
つ
名
著
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

に
わ
た
る
唐
詩
研
究
の
結
晶
と
も
い
う
べ
き
名
論
文
で
あ
っ
て
、

こ
れ
だ
け
唐
詩
の
変
遷
を
詳
細
に
語
り
、

こ
れ
だ
け
唐

識
見
高
い
論
文
で
あ
る
。

特
に
前

は
ヽ

こ
の
詩
人
に
対
す
る
優
れ
た
論
著
と
訳
注
で

博
士
は
、

こ
の
杜
甫
を
格
別
愛
し
た
学
者
で
あ
っ
て
、

『
杜
甫
』

つ
ぎ
に
挙
げ
る
べ
き
業
績
は
、
唐
詩
お
よ
び
杜
甫
の
研
究
で
あ
る
。
唐
代
の
詩
は
、
長
い
中
国
文
学
の
歴
史
の
中
で
も

一
き
わ
高
く
締
え
る
、
世
界
に
誇
る
文
化
所
産
で
あ
り
、

な
か
ん
ず
く
杜
甫
は
、

そ
の
唐
代
の
数
多
い
詩
人
の
う
ち
特
に

（
集
英
社
刊
・
漠
詩
大
系

1-------------~---~--~------~---~----~ 
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嘆
す
べ
き
広
さ
と
深
さ
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
著
書
・
論
文
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

わ
が
国
の
学

「
詞
」
（
小
唄
）
に
つ
い
て
は
、
「
填
詞
選
釈
」
・
「
詞
源
流
考
」
が
あ
り
、
明
・
清
文
学
に
つ
い
て
は
、
「
李
笠
翁
の
戯
曲
」
．

「
水
滸
伝
解
釈
の
問
題
」
・
「
清
代
文
学
史
」
・
「
聯
斎
志
異
の
文
学
」
・
「
亨
海
花
」
が
あ
る
。

「
雅
に
つ
い
て
」
・
「
楽
府
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
民
歌
と
文
人
の
詩
の
問
題

に
わ
た
る
問
題
を
考
察
し
た
論
文
に
は
、

|
」
・
「
風
格
と
い
う
こ
と
」
が
あ
り
、

日
本
文
学
と
の
比
較
論
に
は
、

さ
ら
に
ま
た
古
典
文
学
全
般

「
滝
沢
馬
琴
と
水
滸
伝
」
・
「
紫
陽
花
」
が
あ
り
、

史
学
関
係
の
論
文
に
は
「
薙
正
帝
の
思
想
対
策
に
つ
い
て
」
・
「
陳
績
甫
伝
」
が
あ
る
。

上
に
挙
げ
た
諸
論
著
は
主
と
し
て
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
博
士
は
ま
た
現
代
文
学
の
研
究
に
お
い
て

『
中
国
現
代
文
芸
』
（
共
立
社
刊
）
・
「
民
国
以
来

中
国
新
文
学
」
な
ど
注
目
す
べ
き
論
著
を
公
に
し
、
特
に
戦
後
に
は
「
曹
馬
の
戯
曲
」
・
「
聞
一
多
評
伝
」
・
「
礼
教
喫
人
」
．

「
文
学
と
道
徳
ー
中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
儒
教
道
徳
排
撃
の
思
想
に
つ
い
て
ー
」
・
「
祝
福
の
書
か
れ
た
頃
」

著
し
く
活
発
化
し
、
長
足
の
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
る
が
、
博
士
の
如
上
の
諸
論
文
が
、

影
響
を
あ
た
え
、
そ
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
甚
大
で
あ
っ
た
。

な
ど
、

芸
思
想
の
面
か
ら
見
た
示
唆
に
富
む
論
文
を
続
々
と
発
表
し
た
。
わ
が
国
の
中
国
現
代
文
学
の
研
究
は
、
戦
後
に
な
っ
て

以
上
、
博
士
の
主
要
な
論
著
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
博
士
の
学
問
は
、
驚

こ
の
新
興
の
文
学
研
究
に
強
い 文

も
、
わ
が
国
で
の
傑
出
し
た
開
拓
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
戦
前
つ
と
に

つ
い
て
」
・
「
唐
代
小
説
に
つ
い
て
」
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
唐
末
・
五
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
流
行
し
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル

．． 
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界
は
も
ち
ろ
ん
中
国
や
西
欧
の
学
界
に
お
い
て
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

ら
な
い
。
従
っ
て
博
士
は
、
全
国
の
学
界
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
指
導
者
で
あ
っ
た
。
日
本
学
術
会
議
会
員
・
日
本
中

国
学
会
理
事
・
同
評
議
員
・
同
専
門
委
員
な
ど
に
推
さ
れ
る
一
方
、
昭
和
四

0
•
四
一
両
年
度
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
た

文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
綜
合
研
究
「
六
朝
芸
術
論
の
研
究
」
が
、
中
国
文
学
・
中
国
哲
学
・
美
学
・
東
洋
史
学
・
考

古
学
・
印
度
哲
学
な
ど
の
全
国
有
数
の
学
者
十
数
名
を
糾
合
し
て
な
さ
れ
た
際
、
博
士
が
そ
の
指
導
者
に
推
さ
れ
た
こ
と

な
ど
は
、
博
士
の
学
問
的
声
価
を
如
実
に
物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

ま
た
博
士
は
、
昭
和
八
年
こ
の
か
た
実
に
三
十
有
四
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
九
州
大
学
中
国
文
学
科
の
主
任
教
授
で

あ
っ
た
関
係
上
、
多
く
の
優
秀
な
学
者
を
養
成
す
る
と
共
に
、
九
州
中
国
学
会
長
と
し
て
西
日
本
の
斯
学
の
発
展
に
挺
身

尽
力
し
、

さ
ら
に
報
導
関
係
そ
の
他
の
文
化
面
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
も
ま
た
絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
で
に
周
知
の
ご
と

く
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
九
月
十
三
日

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な

-~~~-~」
... 
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